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国
語
科
教
育
法
を
担
当
し
て
今
年
で
五
年
目
に
な
る
。
た
だ
本
学
で
は
こ
の
科

目
は
後
期
に
開
講
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
執
筆
現
在
そ
の
担
当
経
歴
は
正
確
に

は
四
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
昨
年
ま
で
と
本
年
度
と
で
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
中

学
校
教
員
免
許
を
取
得
す
る
た
め
に
必
要
な
教
職
専
門
科
目
の
最
低
修
得
単
位
数

が
一
〇
単
位
か
ら
一
五
単
位
へ
と
大
幅
に
増
加
し
、
同
時
に
科
目
の
再
構
築
が
行

わ
れ
た
こ
と
に
関
係
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
ま
だ
分
か
ら
な
い
が
、
教
職
課
程
の

履
修
者
数
が
増
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
教
職
課
程
を
選
択
し
、
国
語
科
教
育
法
を

当
然
履
修
す
る
こ
と
に
な
る
国
文
学
科
の
学
生
数
は
、
こ
の
四
年
間
（
毎
二
四
〇

余
人
中
）
一
二
人
か
ら
二
二
人
の
範
囲
で
推
移
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
本
年
度

は
三
〇
人
を
優
に
超
え
る
と
い
う
。
実
際
に
科
目
を
担
当
し
て
い
る
者
の
立
場
か

ら
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
事
態
は
制
度
の
改
変
以
上
に
大
き
－
な
変
化
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
も
う
一
つ
は
、
国
語
科
教
育
法
の
時
間
割
上
の
位
置
が
、
水
曜
日
の
第
四
時
限

か
ら
、
月
曜
日
の
第
一
時
限
へ
と
移
動
し
た
こ
と
で
あ
る
。
本
学
の
授
業
時
間
は

九
〇
分
を
単
位
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
私
は
こ
の
科
目
に
限
り
二
〇

分
延
長
し
て
授
業
を
行
っ
て
き
た
。
本
学
で
は
一
日
四
時
限
編
成
と
な
っ
て
い
て

第
五
時
限
が
開
設
さ
れ
て
い
な
い
た
め
こ
れ
は
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
二

時
限
が
否
応
な
く
次
に
控
え
て
い
る
時
間
帯
で
は
こ
れ
は
ま
っ
た
く
不
可
能
と
な

る
。
履
修
者
数
の
増
加
と
授
業
時
間
の
減
少
と
い
う
二
つ
の
変
化
は
、
必
然
的
に

授
業
方
法
の
見
直
し
を
私
に
迫
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ

ま
だ
そ
の
有
効
な
対
応
策
が
見
つ
か
ら
な
い
で
い
る
。
そ
こ
で
過
去
四
年
間
の
う

ち
最
も
現
在
に
近
い
昨
年
の
国
語
科
教
育
法
の
授
業
を
振
り
返
り
、
そ
れ
を
整
理

し
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
工
夫
に
満
ち
た
優
れ
た
授
業
を
実
践
な

さ
っ
て
い
る
方
々
よ
り
の
お
教
え
を
仰
ぎ
た
い
と
思
う
。

　
な
お
本
稿
は
、
紙
幅
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
私
の
授
業
実
践
の
す
べ

て
を
報
告
す
る
も
の
で
は
な
い
。
半
期
一
五
回
と
い
う
制
限
の
中
で
、
こ
の
科
目

の
開
設
目
的
を
満
た
す
た
め
に
私
が
い
か
な
る
授
業
設
計
を
し
て
、
そ
の
結
果
が

ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
い
わ
ば
方
法
の
概
要
に
限
定
し
て
の
報
告
で
あ
り
、
意
図
・

経
過
・
分
析
・
評
価
を
除
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
断
っ
て
お
き
た
い
。

五
一



　　　　　国語科教育法授業計画

第1回10／3試験r国語科教育研究』

第2　li：；｜10／17模擬授業（授業演習）O

第3回10／24

第4回10／31模擬授業（授業演習）①

第5回ll／7模擬授業（授業演習）②

第6回li／14模擬授業（授業演習）③

第7回ll／21模擬授業（授業演習）④

第8回ll／28模擬授業（授業演習）⑤

第9回12／5模擬授業（授業演習）⑥

第10回12／12模擬授業（授業演習）⑦

第11回12／19模擬授業（授業演習）⑧

第12回12／26模擬授業（授業演習）⑨

第13回1／9模擬授業（授業演習）⑩

第14回1／16模擬授業（授業演習）⑪

第15回1／23模擬授業（授業演習）⑫

定期試験（90分間）　　「学習指導案」作成
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受講者紹介・授業計画説明

教材候補作llill提川→全llへ配布

教材候補作品評価表提出

模擬授業採用作品・実施者・順番決定

日本国憲法試験

教育基本法試験

学校教育法試験

学校教育法施行規則試験

中学校学習指導要領［総則］試験

中学校学習指導要領［国語］試験

中学校学習指導要領［道徳］試験

中学校学習指導要領［特別活動］試験

試験問題提出→全員へ配布

試験解答・批評提出→出題者へ

採点解答提出→解答者へ→批評提出

　　　　　　　　　　　→出題者へ

互
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1
　
授
業
準
備

　
年
度
当
初
す
べ
て
の
学
生
に
配
布
す
る
『
履
修
要
覧
』
（
平
成
二
年
度
版
）

業
概
要
」
の
国
語
科
教
育
法
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

「
授

　
国
語
科
教
育
の
目
的
・
内
容
・
構
造
・
史
的
展
開
等
に
つ
い
て
は
、
各
自

下
欄
に
指
定
す
る
テ
キ
ス
ト
に
よ
り
、
授
業
開
始
ま
で
に
十
分
理
解
し
て
お

く
こ
と
。
第
一
回
授
業
時
に
そ
の
試
験
を
行
う
。

　
毎
回
の
授
業
は
、
「
授
業
演
習
」
と
そ
の
相
互
批
判
を
中
心
に
行
う
。
全

員
が
一
度
は
教
壇
に
立
つ
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
「
授
業
」
の
た
め
の
教
材

選
択
・
教
材
研
究
・
学
習
指
導
案
作
成
の
意
義
と
重
要
性
及
び
具
体
的
授
業

法
に
つ
い
て
、
実
践
的
に
体
得
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
ま
た
「
授
業
」

評
価
の
一
法
と
し
て
の
「
試
験
」
問
題
作
成
に
つ
い
て
も
、
相
互
批
判
的
に

取
り
組
む
。

　
さ
ら
に
教
職
関
係
の
基
礎
的
教
養
・
知
識
の
深
化
拡
大
の
機
会
を
不
断
に

提
供
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
◎
中
学
校
高
等
学
校
　
国
語
科
教
育
研
究
・
改
訂
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
編
　
学
芸
図
書
）

　
〈
相
互
批
判
〉
〈
実
践
的
体
得
〉
を
キ
イ
ワ
ー
ド
と
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
な
お
最
初
の
一
文
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
年
度
版
で
は
「
下
欄
に
指
定
す
る
テ

キ
ス
ト
に
よ
り
、
授
業
開
始
ま
で
に
学
習
指
導
案
が
作
成
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
」
と
改
め
、
テ
キ
ス
ト
を
『
新
国
語
科
教
育
法
』
（
榎
本
隆

司
編
著
　
学
文
社
）
に
改
め
た
。
平
成
二
年
度
版
に
言
う
第
一
回
授
業
時
に
お
け

る
試
験
と
は
、
こ
れ
ま
で
四
回
と
も
す
べ
て
教
材
を
示
し
て
の
学
習
指
導
案
作
成

で
あ
っ
た
か
ら
、
実
際
に
即
し
た
内
容
に
変
え
た
わ
け
で
あ
る
。

「
授
業
演
習
」
の
語
の
後
に
（
模
擬
授
業
）
を
加
え
た
。

2
　
授
業
計
画

ま
た
、
本
文
中

　
前
頁
〔
資
料
1
〕
が
半
期
一
五
回
分
の
授
業
計
画
で
あ
る
。
こ
れ
を
第
一
回
の

授
業
時
に
配
布
し
、
説
明
す
る
。

　
第
二
回
及
び
第
四
回
～
第
一
五
回
の
計
＝
二
回
、
模
擬
授
業
を
実
施
す
る
。
各

回
の
授
業
時
間
配
分
は
原
則
と
し
て
次
の
と
お
り
。

　
　
1
　
四
五
分
間
　
　
模
擬
授
業

　
　
n
　
四
五
分
間
　
　
授
業
批
判

　
　
田
　
二
〇
分
間
　
　
小
テ
ス
ト
等

　
第
一
回
の
授
業
内
容
は
次
の
と
お
り
。

　
　
・
試
験
（
学
習
指
導
案
の
作
成
）
　
↓
回
収
・
批
評
・
返
却

　
　
・
教
職
課
程
履
修
動
機
の
調
査
　
↓
一
部
紹
介
　
　
　
　
　
〔
例
‥
資
料
2
〕

　
　
・
「
授
業
計
画
」
の
説
明

　
　
・
次
回
授
業
の
準
備
　
↓
模
擬
授
業
第
0
回
（
練
習
）
担
当
者
決
定

　
　
・
自
己
紹
介
カ
ー
ド
配
布
　
↓
記
入
さ
せ
翌
週
回
収
　
　
　
〔
例
　
資
料
3
〕

　
平
成
二
年
度
の
履
修
者
は
一
九
人
。
そ
の
平
均
的
履
修
意
識
を
〔
資
料
2
〕
に

よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
自
己
紹
介
カ
ー
ド
は
印
刷
し
て
一
冊
に
綴
じ
、
第
三
週
に
全
員
に
配
布
す
る
。

お
互
い
を
知
る
た
め
で
あ
る
。

五
三
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3
　
教
材
選
択

　
毎
回
の
授
業
の
中
核
と
な
る
模
擬
授
業
の
教
材
を
全
員
で
選
ぶ
。
教
材
は
現
行

の
中
学
校
教
科
書
か
ら
は
採
ら
ず
、
自
分
た
ち
で
探
す
こ
と
と
す
る
。
条
件
は
次

の
と
お
り
。

　
　
・
対
象
　
中
学
二
年
生
（
男
子
二
〇
人
・
女
子
二
〇
人
）

　
　
・
時
期
　
一
学
期
六
月
前
半

　
　
・
内
容
　
自
由

　
　
・
量
　
　
一
回
の
授
業
で
完
結
で
き
る
も
の

　
第
一
回
の
授
業
時
に
右
の
指
示
を
出
し
、
第
二
回
授
業
時
に
提
出
さ
せ
る
。
用

紙
は
B
四
判
に
統
一
。
第
二
回
授
業
開
始
時
に
集
め
直
ち
に
印
刷
に
回
し
、
授
業

終
了
時
に
は
全
員
の
選
ん
だ
教
材
候
補
を
全
員
に
配
布
す
る
。

　
第
三
回
の
授
業
時
ま
で
に
、
自
分
以
外
の
全
員
が
選
ん
だ
教
材
候
補
に
対
し
評

価
を
し
評
言
を
付
す
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
評
価
は
★
★
★
1
1
優
、
★
★
‖
良
、

★
1
1
可
、
そ
れ
以
外
は
不
可
と
す
る
。

　
課
題
を
提
出
し
た
一
六
人
が
探
し
出
し
て
き
た
作
品
は
次
に
あ
げ
る
と
お
り
で

あ
っ
た
。

　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

FEDCB
「
透
明
人
間
に
な
り
た
い
」
寺
山
修
司
　
4

「
雲
の
信
号
」
宮
沢
賢
治
　
3
9
　
　
　
　
　
　
．

「
フ
レ
ネ
自
由
学
校
だ
よ
り
」
原
章
二
・
原
光
枝

「
花
嫁
」
石
垣
り
ん
　
3
7

「
レ
モ
ン
哀
歌
」
高
村
光
太
郎
　
3
7

「
ぼ
ろ
ぼ
ろ
な
駝
鳥
」
高
村
光
太
郎
　
3
6

38

HG1」PONMLK
「
児
の
掻
餅
す
る
に
空
寝
し
た
る
事
」
宇
治
拾
遺
物
語

「
な
め
と
こ
山
の
熊
」
宮
沢
賢
治
　
3
5

「
心
中
」
川
端
康
成
　
3
5

「
落
葉
松
」
北
原
白
秋
　
3
1

「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
夏
目
漱
石
　
2
9

「
注
文
の
多
い
料
理
店
」
宮
沢
賢
治
　
2
8

「
家
庭
料
理
」
内
海
隆
一
郎
　
2
7

「
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
現
代
」
辻
ま
こ
と
　
2
6

「
守
の
家
」
伊
藤
左
千
夫
　
2
0

「
余
録
」
五
編
　
毎
日
新
聞
　
8

36

　
第
三
回
授
業
開
始
時
に
課
題
の
評
価
表
を
集
め
直
ち
に
印
刷
に
回
し
、
出
来
上

が
る
と
同
時
に
全
員
に
配
布
し
、
自
分
の
選
ん
だ
教
材
に
対
す
る
評
価
を
確
認
さ

せ
る
と
と
も
に
、
★
の
数
を
合
計
さ
せ
る
。

　
各
作
品
・
著
者
名
下
に
記
し
た
数
字
は
評
価
の
星
の
合
計
数
で
あ
り
、
そ
の
数

の
多
い
一
二
編
が
採
用
と
決
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
教
材
を
使
っ
て
模
擬
授
業

を
行
う
の
は
、
当
然
な
が
ら
そ
れ
を
選
ん
だ
本
人
と
す
る
。

　
次
頁
に
こ
の
評
価
表
の
一
部
を
掲
げ
た
〔
資
料
4
〕
。

　
現
行
教
科
書
に
採
用
さ
れ
て
い
る
作
品
群
、
つ
ま
り
は
自
分
た
ち
が
生
徒
と
し

て
触
れ
た
作
品
群
の
持
つ
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
「
教
材
」
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
離

れ
て
ど
れ
だ
け
自
由
に
選
択
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
あ
る
い
は
「
教
材
の
選
択
」
と
い
う
一
点
に
絞
っ
て
一
五
回
の
授
業
を
組
織

す
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
ろ
う
が
、
今
は
こ
れ
以
上
深
追
い
を
し
な
い
。

五
五

●
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4

模
擬
授
業
と
そ
の
批
判

　
第
1
節
に
記
し
た
と
お
り
、
毎
回
の
授
業
は
四
五
分
間
の
授
業
と
同
時
間
の
授

業
批
判
と
を
中
心
に
す
る
。

　
ま
ず
、
模
擬
授
業
担
当
者
は
授
業
日
の
二
日
前
ま
で
に
学
習
指
導
案
を
作
成
し

て
私
に
提
示
す
る
。
指
導
案
の
形
式
は
次
の
よ
う
な
極
め
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な

も
の
に
統
一
。
こ
れ
に
「
予
想
さ
れ
る
板
書
事
項
」
を
添
え
る
。

時
間

学
習
内
容

学
習
活
動

指
導
上
の
留
意
点

　
助
言
を
受
け
、
更
に
授
業
及
び
指
導
案
に
検
討
を
加
え
て
当
日
に
臨
む
。

　
指
導
案
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
条
件
を
ひ
と
つ
与
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ど
ん

な
に
小
さ
な
事
で
も
よ
い
か
ら
、
実
験
的
な
試
み
を
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
本
稿
は
序
文
に
記
し
た
と
お
り
、
私
の
国
語
科
教
育
法
の
授
業
方
法
の
概
要
を

紹
介
す
る
事
が
目
的
で
あ
る
の
で
、
そ
の
方
法
の
一
つ
一
つ
の
ね
ら
い
で
あ
る
と

か
そ
の
評
価
、
あ
る
い
は
諸
現
象
の
分
析
と
か
は
割
愛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
「
実
験
的
な
試
み
」
の
ね
ら
い
と
か
実
際
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上

の
言
及
を
避
け
る
こ
と
と
す
る
。

　
授
業
時
間
中
は
、
模
擬
授
業
担
当
者
は
教
師
で
あ
り
、
他
の
学
生
は
中
学
二
年

生
で
あ
る
。
こ
れ
も
約
束
事
と
し
て
確
認
し
て
お
く
。
教
壇
に
立
つ
も
の
は
教
師

を
演
じ
、
椅
子
に
座
っ
て
い
る
者
は
生
徒
を
演
ず
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

た
と
え
ば
教
師
に
指
名
さ
れ
解
答
を
求
め
ら
れ
た
よ
う
な
場
合
、
正
解
は
得
て
い

て
も
分
か
ら
な
い
ふ
り
を
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

　
模
擬
授
業
の
終
了
と
同
時
に
演
技
者
は
す
べ
て
学
生
に
戻
り
、
ま
ず
全
員
が
参

加
し
て
今
終
了
し
た
ば
か
り
の
授
業
の
指
導
案
が
全
員
に
配
布
さ
れ
る
。
次
に
教

師
を
演
じ
た
者
が
感
想
を
述
べ
、
自
己
批
評
を
す
る
。
そ
の
後
、
生
徒
を
演
じ
た

者
た
ち
が
挙
手
に
よ
り
授
業
の
批
判
を
行
う
。

　
こ
の
時
、
そ
の
授
業
の
長
所
と
短
所
の
両
方
を
必
ず
ひ
と
つ
ず
つ
あ
げ
る
、
と

い
う
こ
と
を
約
束
事
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
批
判
は
よ
り
よ
い
授
業
づ
く
り
の
た

め
の
提
言
で
あ
っ
て
、
自
分
自
身
に
向
け
て
の
発
言
で
も
あ
る
こ
と
を
始
め
に
理

解
さ
せ
て
お
く
。

　
批
判
が
一
通
り
出
尽
く
し
た
後
、
も
う
一
度
授
業
担
当
者
に
発
言
の
機
会
を
与

え
、
そ
の
後
私
が
批
判
の
整
理
・
補
足
を
し
て
四
五
分
間
を
終
え
る
。

　
批
判
は
お
よ
そ
次
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

　
・
教
材
の
理
解
に
関
す
る
も
の

　
・
授
業
技
術
、
方
法
に
関
す
る
も
の

　
・
教
師
と
し
て
の
姿
勢
（
言
葉
づ
か
い
・
マ
ナ
ー
等
）
に
関
す
る
も
の

　
な
お
、
第
二
回
の
授
業
時
に
行
う
「
模
擬
授
業
0
」
（
資
料
1
参
照
）
は
、
第

一
回
授
業
時
に
学
習
指
導
案
を
作
成
し
た
そ
の
教
材
（
現
行
教
科
書
の
中
か
ら
採

用
、
平
成
二
年
度
は
栗
原
貞
子
「
生
ま
し
め
ん
か
な
」
『
新
訂
中
学
国
語
2
』
教

育
出
版
）
を
使
っ
て
行
う
も
の
で
、
も
っ
と
も
意
欲
的
な
者
が
こ
れ
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
る
。
目
的
は
学
生
の
持
っ
て
い
る
既
成
の
授
業
観
を
転
覆
さ
せ
る
こ
と

に
あ
る
が
、
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
。

五
七
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資）囹5

　　国語科教育法試験第4回学校教育121施行馴199t〕．12．5．Tuc．

　　1．昭和22年5月23日制定のこの規則は次のいずれか。記号を○で囲め。

　　　　ア　法律　　　イ　政令　　　ウ　省令　　　工　内閣告示

　　2．学校の設置についての認‘IJのlll請又‘」川出には、次の’ll項を記載した、1｝類のほかにti，1

　　が必要か。

　　　　・目的　・名称　・位置　・学則　・経費及び維持方法　・開設の時期

　　　　　　　　　　　　　　　　　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

　　3．「学則」にはどんな事項を記載しなければならないか。三項目記せ。

　　　　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

　　　　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

　　　　［

　　4．児童等の学習及び健康の状況を記録した書類の原本を何というか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［　　　　　　　　　　］

　　5．懲戒としての退学、停学及び訓告のうち、学齢児童又は学齢生徒に対して行うことが

　　できないのは何か。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［　　　　］

　　6．中学校にあっては一学級当りの教諭数は何人と定められているか。　［　　　人］

　　7．中学校に置くべき主事を二っ上げよ（いずれも教員が充てられる）。

　　　　　　　　　　　［　　　　　　　　主事　］　　　［　　　　　　　　主事　］

　　8．中学校の教育課程は次の4っによって編成される。

　　　［必修　教　科］［選　択　教　科］［　　　　　　　］［　　　　　　　］

　　9．必修教科と重複しない選択教科を一っ記せ。　　　　　　　　　　［　　　　　］

　10．中学校における授業時間の一単位時間は何分とされるか。　　　　　［　　　　　分］

　11．国語の総授業時数は各学年においてそれぞれ何時間（標準）と規定されているか。

　　　　　　　　［第一学年　　　　時間／第二学年　　　　時間／第三学年　　　　時間］

　12．学校教育法施行規則のほかに、教育課程の基準として文部大臣が別に公示するものは

　　荷か。　　　　　　　　［中学校　　　　　　　］

五
八

採点者

18～14　：A 13～10　　B

学籍番号

9～7　　C

氏名

6～0　：D
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資半斗6

1瑚語不斗教育法試真験第7・il1・ll・1’1学校学習鼎厚噺［道徳］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1990．12．26．Wcd．

一、r中学校学習指導要領』第3章［道徳］第1「目標」の空所に入る適語を記せ。

　道徳教育の目標は、［1コ及びに2コに定められた教育の根本精神に基づき、［3コの

精神と［4コに対する畏敬の念を亡5コ、学校その他社会における具体的な生活のなかに

生かし、個性豊かな文化の創造と民主的な社会及び国家の発展に努め、進んで平和的な国

際社会に貢献できる主体性のある［6コを育成するため、その基盤としての道徳性を養う

こととする。

　道徳のll寺間においては、以上の目標に基づき、各：7コ及び［8コにおける道徳教育と

密接な関辿を図りながら、計画的、発展的な指導によってこれを補充、深化、統合し、生

徒の道徳的心情を豊かにし、道徳的判断ヵを高め、道徳的実践意欲と態度の向上を図るこ

とを通して、E9コとしての生き方にっいての自覚を深め、道徳的［10コを育成するもの

とする。

1 2 3 4

5 6
7’

8

9 10

二、r中学校学習指導要領』第3章［道徳］第3「指導計画の作成と内容の取扱い」4に

　は、　「道徳の時間における指導に当たっては、t｝t徒が　昧や　心をもっ孝　を”uした

」2、個に応じた指導を工夫したりするなど、生徒が自ら道徳的実践力を高め、内面に根ざ

した道徳性の育成が図られるよう配慮する必要がある」とあるが、中学2年生2学期半ば

を想定し、今具体的な道徳教材を次に記して見よ。実験的なものでよい。また、それが第

2「内容」のどの条項に関迎のあるものであるかも合わせて記せ。

五
九

20～17：A 16～13：B 12～9：C“ 8～0：D

採点者’ 学篇『番号 氏名
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5
　
小
試
　
験

　
模
擬
授
業
と
そ
の
批
判
を
終
え
た
後
、
直
ち
に
小
試
験
を
行
う
。
こ
れ
は
あ
ら

か
じ
め
授
業
計
画
の
中
に
組
み
込
ん
で
あ
る
も
の
で
、
各
回
（
第
五
回
～
第
一
二

回
の
八
回
）
に
い
か
な
る
内
容
の
試
験
が
行
わ
れ
る
か
、
学
生
は
事
前
に
承
知
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
十
分
に
準
備
を
し
て
こ
の
試
験
に
向
か
う
は
ず
で
あ
る
。

　
設
問
は
空
欄
補
充
式
を
主
と
す
る
。
〔
資
料
5
・
6
〕
参
照
。

　
一
〇
分
程
度
で
解
答
し
た
後
、
学
生
相
互
で
答
案
を
交
換
し
採
点
す
る
。

　
試
験
の
タ
イ
ト
ル
を
見
る
と
国
語
科
に
直
接
関
係
の
あ
る
の
は
中
学
校
学
習
指

導
要
領
〔
国
語
〕
だ
け
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
、
教
育
基
本
法
、
〔
特
別
活
動
〕

等
は
教
職
専
門
他
科
目
の
領
域
を
侵
す
恐
れ
な
し
と
し
な
い
が
、
こ
れ
は
教
科
教

育
法
が
他
の
教
職
専
門
教
育
科
目
す
べ
て
と
密
接
に
連
関
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
を

考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
と
い
う
の
は
下
手
な
口
実
で
あ
っ
て
、
実
は
教
員
採
用
試
験
の
準
備
学
習
の
一

端
の
つ
も
り
な
の
で
あ
る
。
〔
資
料
2
〕
に
見
る
よ
う
な
学
生
の
履
修
意
識
、
そ

し
て
履
修
者
中
実
際
に
採
用
試
験
を
受
験
し
た
も
の
が
三
人
（
平
成
三
年
）
と
い

う
実
態
の
中
で
、
こ
の
科
目
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
そ

の
開
設
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
何
ら
か
の
工
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
私
の
工
夫
は
、
「
全
員
が
真
に
教
員
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
か
つ
教
員
採
用

試
験
を
受
け
る
」
と
い
う
虚
構
の
設
定
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
数
回
に
わ
た
る

小
試
験
は
こ
の
設
定
を
支
え
る
〈
装
置
〉
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
敢
え
て
こ
の
点
だ
け
、
授
業
方
法
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
触
れ
た
。

6
　
試
験
問
題
作
成

六
〇

　
第
＝
二
回
～
第
一
五
回
に
か
け
て
、
模
擬
授
業
と
そ
の
批
判
の
後
の
時
間
を

使
っ
て
、
試
験
問
題
の
作
成
と
そ
の
批
判
を
行
う
。

　
ま
ず
学
生
は
第
＝
二
回
授
業
時
ま
で
に
、
そ
れ
ま
で
の
模
擬
授
業
で
取
り
扱
わ

れ
た
中
か
ら
任
意
の
一
教
材
を
選
び
、
次
の
条
件
に
よ
り
試
験
問
題
を
作
成
し
て

提
出
す
る
。

　
　
・
中
学
二
年
生
二
学
期
末
試
験
の
出
題

　
　
・
二
〇
分
間
で
平
均
的
な
生
徒
が
お
お
む
ね
解
答
で
き
る
程
度
と
す
る

　
　
・
設
問
に
は
選
択
式
・
記
述
式
い
ず
れ
の
方
法
を
も
含
む

　
　
・
解
答
欄
を
用
意
す
る
（
四
〇
点
満
点
）

　
第
＝
二
回
の
授
業
時
、
本
人
作
成
の
も
の
を
除
く
全
学
生
分
の
問
題
を
全
員
に

配
布
し
、
次
回
ま
で
に
全
学
生
（
一
八
人
一
八
種
）
の
問
題
に
解
答
す
る
よ
う
指

示
を
す
る
。
さ
ら
に
解
答
し
た
後
、
各
設
問
に
対
す
る
批
評
を
付
記
す
る
よ
う
指

示
を
加
え
る
。

　
第
一
四
回
の
授
業
時
は
、
解
答
と
批
評
を
記
し
た
問
題
用
紙
を
出
題
者
に
返
却

し
、
次
回
ま
で
に
す
べ
て
採
点
さ
せ
る
。
な
お
そ
の
際
、
設
問
批
評
に
対
す
る
コ

メ
ン
ト
を
付
記
さ
せ
る
。

　
第
一
五
回
授
業
時
に
は
、
ま
ず
採
点
さ
れ
た
問
題
・
解
答
用
紙
を
各
解
答
者
に

渡
し
て
採
点
内
容
を
確
認
さ
せ
、
採
点
に
異
議
あ
る
場
合
は
コ
メ
ン
ト
を
付
記
さ

せ
る
。
そ
の
後
、
問
題
用
紙
は
出
題
者
に
返
却
さ
れ
、
二
往
復
の
旅
を
終
え
る
。

　
一
例
を
〔
資
料
7
〕
と
し
て
二
頁
に
わ
た
り
掲
げ
た
。
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国
語
糾
教
去
月
法
課
題
　　

@
試
験
澗
題
作
成

九
・
二
四
六
晶
骸
杏

20

A
‥
小
十
郎
は
｝
熊
の
こ
と
ば
だ
っ
て
わ
か
る
よ
，
な
気
が
し
た
．
あ
る
年
の
●
早
く
山
の
木
が
重
だ
一
本
も
冑

　
く
な
ら
な
い
こ
ろ
、
小
十
郎
は
犬
を
連
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

B
タ
方
に
な
っ
て
小
十
”
は
ぱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
年
の
頁
こ
さ
え
た
笹
小
臣
に
．
泊

（
～
と
思
ぞ
、
罰
刈
の
弩
で
行
っ
た
・
そ
し
だ
ら
ど
，
い
，
げ
剛
か
ホ
＋
砦
冗
に
も
な
く
・
昼
り
ロ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
ま
ち
が
っ
て
し
ま
っ
た
．
な
ん
ぺ
ん
も
谷
へ
降
り
て
ま
た
登
り
直
し
て
、
犬
も
へ
と
へ
と
に
つ
か
れ
、
小
十
郎
も

　
ロ
を
横
に
ま
げ
て
息
を
し
な
が
ら
半
分
く
ず
れ
か
か
っ
た
去
年
の
小
履
を
見
つ
け
た
．

（
し
小
十
郎
が
†
ぐ
下
に
湧
水
の
あ
っ
た
の
を
思
い
出
し
て
少
し
山
を
降
り
か
け
た
ら
、
鯖
い
た
こ
と
に
6
2
田
貝
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
ひ
エ

　
や
っ
と
一
陵
に
な
る
か
な
ら
な
い
よ
，
な
干
熊
と
二
疋
、
ち
ょ
，
ど
人
が
蹟
に
手
を
あ
て
て
違
く
を
眺
め
る
と
い

ピ
鐘
パ
捜
舗
鷲
鯖
難
ほ
‥
㍍
瀧
霞
ぷ
’
冒

犬
カ を
し 連

れ
1

白

る を

鯵
に 了
な つ

つ と

た

と
こ つ

ろ た
●

　
ま
っ
て
そ
っ
ち
を

　
「
ど
，
し
て
も
口
だ
よ
．

　
よ
．
お
っ
か
さ
ん
．
」

E

つ
め
て
い
た
．
す
る
と
小
熊
が
甘
え
る
よ
，
に
口
っ
た
の
だ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
っ
か
さ
ん
．
］
岡
だ
け
白
く
な
っ
て
い
る
ん
だ
も
の
．
ど
，
し
て
も
冒
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
戸
小
後
…
φ
’
云
1
3
へ
悶
六
）

　
す
る
と
田
観
の
熊
は
玄
だ
し
げ
し
げ
見
つ
め
て
い
た
が
や
っ
と
官
っ
た
．

　
「
曾
で
な
い
よ
．
あ
ナ
こ
へ
だ
け
問
る
1
8
ず
が
な
い
ん
だ
も
の
・
」

仁
「
一
ア
簡
は
ま
た
賃
一
つ
た
・

　
　
　
P

　
「
だ
か
ら
ド
け
な
い
で
擾
っ
た
の
で
し
よ
，
．
」

　
「
い
い
え
．
お
っ
か
さ
ん
は
あ
ざ
み
の
穿
を
見
に
、
咋
口
あ
†
こ
を
通
っ
た
ば
か
り
で
す
．
」

q
小
志
も
・
・
『
見
・
・

H
月
の
光
が
冑
じ
ろ
く
山
冒
り
て
い
た
・
そ
こ
が
ち
・
，
く
鍛
の
競
の
考
に
光
モ
い
る
の
弩

　
た
．
し
ば
ら
く
た
⇔
て
干
熊
が
冒
っ
た
．

　
「
已
脚
で
な
け
あ
官
だ
ね
え
．
　
き
っ
と
モ
，
だ
．
」

－
ほ
ん
と
，
に
今
夜
は
霜
が
口
る
ぞ
、
　
　
　
　
　
く
で
胃
も
あ
ん
な
に
育
く
ふ
る
え
て
い
る
し

さ
ま
　
、
　
・
だ
　
て
ま
る
　
　
　
よ
，
£
．
と
小
十
節
は
ひ
と
り
で
思
っ
た
冷

「
白
か
あ
さ
皇
は
わ
か
っ
た
よ
、
お
れ
ね
え
、
ひ
身
｝
e
く
ら
の
花
．
」

「
な
あ
ん
だ
、
ひ
合
、
ざ
く
ら
の
花
だ
い
．
頃
知
っ
て
る
よ
．
」

「
い
い
え
、
お
柄
ま
だ
鳳
四
た
こ
と
占
め
り
ま
せ
ん
．
」

「
知
⇔
て
る
よ
、
債
こ
の
前
と
っ
て
来
た
も
の
．
」

「
い
い
え
、
あ
れ
ひ
き
ざ
く
ら
’
で
あ
り
ま
せ
ん
．
お
駒
と
⇔
て
来
た
の
、

「
．
了
だ
ー
ま
完
．
・

き
さ
さ
げ
の
花
で
し
ょ
ハ
．
」

J
小
十
郎
は
な
ぜ
か
も
｝
胸
が
い
っ
ば
い
に
な
っ
て
、
も
ハ
一
ぺ
ん
向
，
の
谷
の
白
い
　
の
よ
，
な
花
を
、
余
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
な
く
月
光
を
あ
び
て
立
っ
て
い
る
田
子
の
領
を
ち
ら
っ
と
見
て
、
そ
れ
か
ら
音
を
た
て
な
い
よ
，
に
こ
っ
そ
り
こ

　
　
㊤
¶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
～

　
っ
そ
皇
ぎ
り
は
じ
め
た
，
　
カ
　
っ
ち
　
行
く
な
行
く
な
と
思
い
な
6
1
ら
、
小
十
郎
1
3
そ
ろ
そ
ろ
と
後
退
り
．
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ほ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

R
‥
く
う
も
じ
の
木
の
匂
が
月
の
あ
か
り
と
い
っ
し
ょ
に
す
う
⇔
と
さ
し
た
■

上
の
文
食
と
双
の
丈
章
乞
説
幻
で
、
媛
の
設
闇
に
答
匂
η
乏
い
．

九
晶
職
⌒
麟
ぷ
㌫
当

〃o．T

小
十
郁
‥
は
．
長
男
じ
皐
・
も
赤
痢
で
失
い
、

　
た
ろ
の
t
人
蚊
族
で
朽
る
が
、

昧　放
が
庄
キ
、
て
い
く
た
め
に
1
3

し
●
加
か
、
k
．

魁
「

閲
＾
『

問
三
．

皿

へ
’つ2デや

3t，同ぜ
4v，コ

ピ㍉ち，∨

籏い⑳〈し㍉・

m
五
、

問
犬
，

目
七
．

ー
農
却
◎
ー
⑰
り
η
タ
カ
寸
を
黍
に
改
め
臼
さ
い
．
　
宕
一
点
）

嬬
見
力
、
‘
吠
写
形
痘
・
等
訳
、
、
．
コ
マ
棄
含
ら
・
冥
亀

ー
頑
都
・
Φ
「
白
．
天
叱
ず
う
・
ヒ
の
、
1
8
，
た
」
の
1
3
何
り
た
基
の
か
．

十
奪
以
内
で
駿
P
⇔
魅
ユ
い
，
　
（
柄
恨
点
1
3
含
ま
な
い
）
　
　
　
へ
三
点
）

表
、
、
う
粕
W
靭
k
秒
今
り
〉
＜
▼
㌣
串
り
〆
あ
ρ
．

ー
頓
恕
叩
「
吃
こ
」
と
1
3
ど
こ
の
こ
と
■
．
次
の
卑
・
が
ら
一
つ
選
び
鴛
±
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碓
り
に
◎
七
＠
で
逃
う
1
1
叫
ご
、

⑦
白
沢
　
．
，
．
σ
り
蝋
τ
討
尚
日

Φ
1
5
・
か
い
氏

　
　
ば
，
∀
い
沢
へ
趣
む
る
峰
．
に
な
，
た
と
こ
、
5

命　　
己
耳
の
亙
こ
今
、
わ
た
恒
小
屋

割
欝
鉱
齪
駆
趨
・
う
な
蓋
の
闘
ε
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
：
一
k
〔
釘
付
寸
ヒ
胞
ち
工
．
，
に
」
ε

1
皮
部
③
小
†
即
文
丘
ち
ピ
3
，

次
の
中
ガ
ら
一
つ
違
び
0
コ
い
．

垂
り
k
げ
ゑ
h
問
愚
．
お
』
鴇
、
1

　
　
　
．
（
言
…
）

や
，
ば
り
◎
で
コ
写
．

（
n
侵
⇔
用
ξ
句
τ
下
で
二

　
　
こ
ト
泰
た
く
〔
志
V
貞
い
輪
む
O
ム
カ
い

　
　
、
・
案
曜
．
本
豚
：
？
τ
葦
グ
ゐ
・
て
鬼

馨
の
ト
W
（
ち
乃
か
・
下
う
款
ピ
．
．
‥
、

　
　
　
　
　
ノ
（
三
点
）
こ
ふ
⑲
凄
い
ヤ
ソ
一
問
足
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
い
じ
ε
〉
ま
司
人

◎
母
子
焦
が
人
の
よ
う
に
■
に
キ
左
あ
て
て
虫
く
色
“
杓
て
い
た
が
ら
．
　
っ
ヴ
7
2
い
と
・
う
〆

⑦
廿
テ
焦
げ
い
｝
こ
に
曳
い
た
ガ
ら
．
　
　
　
　
　
　
　
＼
ヘ
ノ
固
山
な
り
か
7
3
。

◎
鷲
⑪
緊
㍍
総
ザ
・
え
ξ
㍉
．
”
若
－
搬
獅
鱗
議
誤
的
ろ

1
穣
卸
◎
「
モ
，
ち
」
ヒ
O
ど
，
ち
の
こ
ヒ
か
．
　
3
占
O
・

犬
寧
以
」
円
て
文
ヰ
か
ら
三
双
き
毘
し
覚
ユ
い
。
（
句
浪
占
…
ほ
含
3
砺
い
）

上
尺
難
議
箒
恥
霧
譲
聴
了
，
…
．
璽
§
・
叢
9
1
㏄
ぷ
仁

彊
ぽ
擁
咋
ピ
腱
聡
7
〔
　
　
　
　
（
，
一
占
。

　　

@　

@　

ﾛ
し
ζ
・
に
今
奪
1
3
霜
ガ
円
5
ご
ー
と
；
設
労
ち
t
‘
τ
1
3
し
か
・
乞
ピ
礼

六
一
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tNss一ρ・・穆4勾

Y・闡ﾏ穆ゲ富榊づで’

穰鷲欝．
　　　　　　　し鈴＼

　
　
．

問
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
ベ

、
．
L
窟
蹴
し
て
、
5
へ
”
由
ピ
屑
て
ε
み
τ
ト
さ
い
．

♂
3
1
か
啄
x
・
ら
‥
寒
㍑
“
ジ
毒
母
舟
K
円
電
と
ソ
ー
3
．
小
・
則
留
却
い
州
日
し

ピ
・
司
惹
に
、
た
∀
、
た
し
．
’
三
a
口
ご
　
　
．
s
ご
宕
亘
、
F
ろ
3
パ
な
？

　
　
’
郁
◎
小
＋
郎
が
「
な
ピ
か
U
う
取
が
い
，
ば
い
に
は
，
」
モ
の
は

　
　
　
て
ケ
．
茨
の
中
●
う
’
つ
口
ぬ
ぴ
な
さ
い
．
　
（
四
点
」

　
　
　
・
熊
ポ
ヒ
ば
り
E
よ
う
に
・
そ
う
ゼ
う
う
か
し
と
’
ξ
た
の
が

　
　
　
方
わ
い
ガ
，
に
ガ
ら
．

　
　
Φ
（
旬
扮
が
「
ぴ
を
ご
く
ら
の
花
だ
」
し
・
呂
予
k
こ
ヒ
に
．
鳳
‥
命
〔
人
た
か
5
．

　
　
⑤
母
ま
の
や
リ
乙
り
ぴ
あ
ま
り
に
む
情
俺
で
．
摸
に
な
・
た
か
ら
．

　
　
　
母
・
ぴ
尽
の
や
ソ
ヒ
リ
を
8
へ
て
，
心
ザ
品
3
っ
た
か
ら
．

　　

@　

@　

@　

@　

ﾈ
’
守
～
電
z
、
じ
あ
／

　
　
痕
部
0
「
向
こ
う
の
谷
の
白
い
雪
の
よ
う
ぼ
抱
」
ヒ
砲
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
の
棟
子
E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
り
ご
、
り
ご
「
白
い
兎
の
よ
う
O
花
」
亀
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
．
巴
．

描
い
た
り
の
で
あ
5
炉
．

書
5
た
の
汀
．
茨
の
中
ガ
ら
’
つ
遮
び
な
さ
い
．
　
（
二
占
…
）

　
　
◎
小
†
郎
が
母
舌
篤
の
言
集
ε
信
じ
て
い
る
か
6
．

　
　
⑦
1
3
』
ヒ
う
に
「
花
」
が
咲
い
て
．
い
る
か
ら
．

　
　
◎
W
為
が
「
花
」
が
欲
い
て
い
る
乙
恩
．
た
が
う
．

問
†
剖
鵠
迫
繋
聾
鑓
騰
誌
・
」
㍉
％
ほ
書
が
。

　
　
　
　
　
⑦
自
分
の
足
音
が
恩
に
重
ハ
〉
て
工
吉
『
鼠
に
肌
・
二
∪
た
ら
、
使
…
に
穏
下
り
∧
て

　
　
　
　
　
　
し
3
・
つ
ム
U
・
う
●

問
＋
「
譲
難
蕪
韓
黙
灘
摺
、

　
　
　
X
蝋
1
3
ビ
こ
び
う
ガ
．
A
I
K
の
記
号
で
窄
勾
却
さ
い
．
（
凹
点
）

、
．
苧
槙
翼
震
駕
竃
翻
曝
璽

意
号
2
閣
F
知
灼
㊥
．
，
う
τ
、
ー
ボ
ー
・

鵬
ふ
三
玉
ソ
さ
窄
出
　
－
・
鍵

鷲
嬉
㌔
擁
鷲
が
蕊
③

㌻
w
ピ
ぴ

　　

@　

@　

@
　
゜
°
♂
ζ
「
・
で
㌃
誰
ん
π
寸
打
　
㌃
・
ピ
・
輻
や
ー

　　

@　

@　

@　

ｶ
齪
㌦
㍉
い
む
二
ξ
・
ぱ
・
、
《
r
．
（
畿
鵠
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
㍉
’
ソ
ー
ピ
ノ
・
・
「
∵
」
ぞ
↑
コ
」
マ
し
ピ
人
仁
ζ

キ
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司
゜
耳
束
才
ズ
）

e α

一 後

伝

⑤
奪
↓

イ．．
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z
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ご
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国
、
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〃O．2

22
40

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
3
）

［
U
で
か
こ
，
た
文
丸
早
五
よ
く
請
ん
．
㊦
み
き
㌧
゜
つ
，

闇
ロ

い
　
つ

Σ

間
五

間
六

問
七
，

悶
ハ

悶
九

闇
＋

●
一
．

9
》

勾
）

竣
仁
・

国
包

⑥
ε

囮
ゴ
豊
吉
言
・
考
！
－

　
　
　
　
　
　

己
坐
郎
り
べ
の
働
き
に
註
吉
㌣
て
み
て
抑
よ
う
．

資＊斗7
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7
　
成
績
評
価

　
以
上
の
学
修
活
動
全
体
に
わ
た
っ
て
細
か
く
評
価
項
目
を
設
け
、
国
語
科
教
育

法
と
し
て
の
成
績
評
価
は
、
〔
資
料
8
〕
に
示
し
た
表
に
よ
る
こ
と
と
し
た
。

　
評
価
項
目
1
5
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
点
数
を
記
し
た
各
人
の
成
績
評
価
表
を
定
期
試

験
終
了
時
に
手
渡
し
、
点
数
に
不
足
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
自
主
レ
ポ
ー
ト

提
出
に
よ
り
幾
分
か
（
最
高
一
〇
点
）
を
加
点
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

　
レ
ポ
ー
ト
の
課
題
は
、
斎
藤
喜
博
著
『
授
業
』
あ
る
い
は
『
授
業
入
門
』
を
読

ん
で
の
感
想
と
し
た
。

　
評
点
は
次
の
と
お
り
。

九
〇
点
以
上

八
〇
点
以
上

七
〇
点
以
上

六
〇
点
以
上

五
〇
点
以
上

一二五九二
人人人人人

　
一
九
人
で
一
五
回
の
授
業
に
対
し
て
、
欠
席
延
べ
回
数
は
一
五
回
。
そ
の
う
ち

四
回
欠
席
し
た
者
が
最
低
点
だ
っ
た
。

　
こ
の
国
語
科
教
育
法
の
学
修
の
成
果
を
測
る
ひ
と
つ
の
機
会
と
し
て
教
育
実
習

が
あ
る
と
の
見
方
に
立
て
ば
、
教
育
実
習
の
成
績
評
価
（
各
中
学
校
の
担
当
教
員

が
評
価
）
に
無
関
心
で
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
最
近
四
年
間
の
「
優
」
取
得
率

は
、
二
三
％
↓
一
七
％
↓
九
％
↓
○
％
と
推
移
し
て
い
る
。

　
検
討
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

定
期
試
験
問
題

　
次
の
物
語
を
教
材
と
し
た
『
学
習
指
導
案
』
を
、
後
の
指
示
に
し
た
が
っ

て
作
成
せ
よ
。
（
予
想
さ
れ
る
板
書
事
項
も
記
す
）

　
〈
実
施
日
時
〉
平
成
三
年
四
月
一
七
日
（
水
）
第
二
時
限

　
〈
実
施
学
級
〉
名
古
屋
市
立
○
○
中
学
校
一
年
一
組

　
〈
単
　
　
　
元
〉
　
一
、
新
し
い
出
発

　
〈
教
　
　
　
材
〉
杉
み
き
子
「
あ
の
坂
を
上
れ
ば
」
全
文

　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
出
版
株
式
会
社
発
行
『
新
訂
中
学
国
語
1
』
）

　
〈
教
材
の
目
標
〉
自
分
を
見
つ
め
、
中
学
校
生
活
へ
の
第
一
歩
を
ふ
み
出
す
。

　
〈
配
当
時
間
〉
三
時
間
（
各
五
〇
分
）

〈
授
業
計
画
〉
第
一
時

第
二
時

第
三
時

正
し
く
朗
読
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

語
句
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。

内
容
を
正
確
に
理
解
し
、
自
分
の
も
の
と
す

る
。中

学
校
生
活
の
決
意
を
、
各
自
「
作
文
」
に

ま
と
め
る
。

〈
本

時
〉
第
二
時

【
付
記
】
〈
相
互
批
判
〉
の
た
め
に
は
履
修
者
同
士
の
相
互
信
頼
が
不
可
欠
で
あ
る
。
信
頼

の
前
提
と
し
て
相
手
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
期
開
始
後
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
親
睦
の
た
め
の
コ
ン
パ
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
後
期
末
に
は
二
年
生
を
招
い
て
教
育

実
習
の
体
験
談
を
聞
く
コ
ン
パ
を
や
は
り
慣
例
と
し
て
い
る
。

六
三
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平成2年度r国語科教育法』成績評価表

久保　朝孝

学籍番号 氏　名 平3．1．　30．Wed．現在

【成績評価の基準】

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7

出席状況　　　　　　　A
教材選択　　　　　　　　A

日本国憲法　　　　　　　A

教育基本法　　　　　　　く

学校教育法　　　　　　A
学校教育法施行規則　　　A

学習指導要領［総則］　　A
つ夕習｝旨導要翁頁　［［匡1語不斗］　　　A

弓乏習｝旨導要f漬　［道徳］　　　　　∧

学習指導要領［特別活動］　A

試験問題作成 A
試験問題批判（自己評価）A

試験採点批判

模擬授業批判

模擬授業

NtJUI試験

自主レポート

※

A
A
A
パ
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
　
O

C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X
　
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

　

B
B
B
B
B
B
B
1
3
1
3
B
B
B
B
B
B
1
3
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
　
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
A

出席状況は欠席回数0＝A，1ニB，2＝C，

【評点・評価】

A

　《

8
6
5
5

評　点

　　　D

@　　D
@　　D
@　　D
@　　D
@　　D
@　　D
@　　D
@　　D
@　　D
@　　D
@　　D
@　　D
@　　D
@己　D

@CメD

@　D
cとする。

∨活・まる。；。；．o、〉べ，、o＾o＾o＾

合計
点

5点、　B：4，点　C：3，点
ただし、模擬授業・定期試験にっいては次のとおり。
A°：15点　A：1鯨　A「t：13点　B°：12点　B：11点

C°：9点　C：8点　C“：7点　D°：6点　D：5点

また、自主レポートについては得点を2倍する。

1　00人ミC吝跨天S（ただし自主レポートを除く）

0，点、以上　　優
0，点、以上　　良
0，点、以上　　可

O点未満　不可

1二）　：　2，点、

BK：10点

げ：4点

以　上

六
四


